
 

 

 

 

 
 

 

 

                                                                                                                                                                                                    

 

 

  

 

 

                                                                                                                                                                                                          

                                                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２０、２６日、朝日新聞の佐藤達弥さんを講師

に迎えた、国語の授業を行いました。小学部４年生は

新聞記事の取材の仕方、中学部２年生は新聞と他のメ

ディアとの違い、３年生は新聞記事の比較について学

びました。具体的な資料をもとに話をされ、子どもた

ちにとって新発見となることがたくさんある授業に

なりました。お忙しい中、ご準備いただき、ありがと

うございました。 
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【７月行事予定】 

 2日 振替休日（３０日運動会実施のため） 

１0日 朝会・委員会活動 

１7日 クラブ活動 

第２回学校運営委員会 

20日 夏休み前集会 

21日 夏季休業（～８月２７日） 

      テヘラン日本人学校 校長 西田隆之 

 いよいよ運動会が、今週末に迫りました。朝の時間

から種目練習、放課後は大声を張り上げ、応援合戦の

練習に励んでいます。子どもたちの“ひたむき”な姿勢

には、練習中から心打たれています。 

 我々大人は歳を追うごとに経験を重ね、その経験を

もとに効果的、効率的な動き方を探します。それは成

長の証であり、決してそのことを否定するものではな

いですが、子どもたちに見られる、“ひたむき”な姿勢

は、大人になるにつれて少なくなっていくように感じ

ます。入学式の時、学校運営委員会の杉本副委員長が

「子どもたちの姿に心洗われる思いである」とおっし

ゃられていましたが、今回の運動会練習を見ていて

も、同様の思いに駆られます。“教育”を測るものさし

は、決して結果だけではありません。子どもたちのこ

うした“ひたむき”な姿勢こそ、結果以上に目を向けな

くてはならないことだと考えています。 

今回の運動会で、それぞれの子どもたちは「全力を

出し切る」ことを目標にしています。ぜひ、全力を出

し切る“ひたむき”に取り組む姿を見てやってほしい

と思います。そして、あたたかい声援と惜しみない拍

手をよろしくお願いします。 

 ６月２０日放課後、地震が発生し、校舎は倒壊の恐

れがあるという想定で、避難訓練と保護者への引き渡

し訓練を実施しました。 

 校舎内で「ゴーッ！」という地震の音を放送し、ま

ずは机等に身を隠す訓練、地震がおさまった後にヘル

メットをかぶって校舎外に避難する訓練、さらに校舎

が倒壊する恐れにあるため遠くに避難する訓練、さら

に通常ではない道路で保護者に子どもたちを引き渡

す訓練でした。最初の机の下に身を隠す訓練以外は、

我々教職員と保護者の訓練に当たります。４月の火災

訓練に続いて２回目の訓練でしたが、子どもたちも先

生たちも整然と対応していました。 

 引き渡しを必要とする避難に至るケースは、そうあ

りません。しかし、我々教員や保護者が毎年経験をし

て、意識を高めておくことが、最悪の事態での二次被

害を防ぐことにつながります。保護者の皆様には、お

忙しい中、ご協力いただき、ありがとうございました。 

地震による避難訓練・引き渡し訓練 


